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は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
を

高
め
行
動
す
る
こ
と
、
そ
し

て
個
々
の
身
近
な
行
動
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
か
。当
社
で
は
、

年
始
に
実
施
す
る
安
全
大
会

の
中
で
、
従
業
員
に
対
し
て

効
率
的
な
輸
送
の
あ
り
方
や

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
ど
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
事
柄
を

説
明
し
、
従
業
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
地
域
社
会
と

の
共
生
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

（
持
続
可
能
な
）
取
り
組
み

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

福
山
の
地
で
何
十
年
も
企
業

活
動
を
継
続
で
き
た
の
は
、

地
域
社
会
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
と

一
緒
に
、
持
続
可
能
な
社
会

に
つ
い
て
考
え
て
く
れ
た
地

域
の
若
者
た
ち
が
、
こ
れ
か

ら
社
会
の
主
役
に
な
っ
て
い

く
こ
と
に
も
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
学
生
と
の
協
働
学
習

や
交
流
の
機
会
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
同
）

（
取
材
協
力
）
昭
和
陸
運
㈱

　

管
理
本
部
経
営
企
画
室　

草
野
貴
之
室
長

　

昭
和
陸
運
㈱
は
、
運
送
事

業
・
物
流
事
業
を
展
開
し
て

　

そ
れ
で
は
、
同
社
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
環
境
保
全
に
関

す
る
取
り
組
み
」（「
開
発
目

標
７
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
開

発
目
標
９
：
イ
ン
フ
ラ
、
産

業
化
」、「
開
発
目
標
13
：

気
候
変
動
」
な
ど
）
で
は
、

同
社
で
は
平
成
18
年
か
ら
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
を
取
得
し

て
い
る
ほ
か
、
日
々
の
運
行

の
中
で
も
効
率
的
な
配
車
や

空
車
回
送
の
削
減
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
削
減
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
物
流
倉
庫

の
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
た
ほ
か
、
営
業
車
と

し
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
導

入
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、「
従
業
員
の
福
利

厚
生
の
充
実
」（「
開
発
目
標

10
：
不
平
等
」な
ど
）で
は
、

い
る
ほ
か
、不
動
産
、商
事
、

サ
ー
ビ
ス
、
ア
パ
レ
ル
、
映

像
制
作
な
ど
８
事
業
11
社
か

ら
な
る
Ｓ
Ｒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
（
荒
木
栄
作
代
表
取

締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
中
核
企
業

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
昭
和
29
年
に
荒

従
業
員
の
労
働
環
境
整
備
の

観
点
か
ら
、
30
年
に
新
本
社

社
屋
を
竣
工
。
運
送
会
社
ら

し
か
ら
ぬ
お
洒
落
な
内
装
の

館
内
に
は
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
て

お
り
、
従
業
員
た
ち
は
快
適

な
環
境
で
日
々
職
務
に
当
た

っ
て
い
る
。

　
「
新
社
屋
は
、
従
業
員
に

と
っ
て
の
働
き
や
す
さ
を
追

求
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
快
適
な
職
場
環
境
で
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま

し
た
」（
同
）

　

ま
た
、
昨
年
度
に
は
「
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
倉
庫
従
事

者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
刷
新
。

木
社
長
の
父
親
で
あ
る
先
代

社
長
が
創
業
以
来
、「
新
た

な
物
流
文
化
を
創
造
し
続
け

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
」
を

企
業
理
念
と
し
て
、
企
業
活

動
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ

れ
に
併
せ
て
、
同
社
で
は
以

前
か
ら
環
境
問
題
へ
の
対
応

新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、

「
ス
ポ
ー
テ
ィ
・
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
シ
ン
プ
ル
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
同
社
の
グ
ル
ー
プ

企
業
で
あ
る
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
（
作
業
服
）
が
手
が
け

た
も
の
。
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
は
安
全
性
や
機
能
性
、
デ

ザ
イ
ン
を
追
求
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、今
年
３
月
か
ら
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
使
い
終
わ

っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
他

社
が
運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
提
供
す
る
取
り
組
み

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
人
材
の
多
様
性

を
確
保
す
る
た
め
の
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」（「
開

発
目
標
５
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」、

「
開
発
目
標
10
：
不
平
等
」

な
ど
）
で
は
、
同
社
を
は
じ

め
と
し
た
グ
ル
ー
プ
内
の
人

や
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
概
念

が
生
ま
れ
、
社
会
全
体
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
注
目
し
て
い
く
中

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ

た
様
々
な
取
り
組
み
が
こ
れ

ま
で
の
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

取
り
組
み
と
リ
ン
ク
す
る
部

分
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
当

社
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

繋
が
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
」（
草
野

貴
之
管
理
本
部
経
営
企
画
室

室
長
）

材
交
流
の
機
会
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
の
観
点
か

ら
、
社
内
報
を
作
成
し
て
グ

ル
ー
プ
間
の
社
内
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
る
ほ
か
、
ア
パ
レ
ル

子
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
撮
影
を

グ
ル
ー
プ
の
社
屋
や
物
流
施

設
で
行
っ
た
り
、
同
社
や
グ

ル
ー
プ
の
従
業
員
が
モ
デ
ル

に
な
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内

の
人
材
交
流
を
深
化
さ
せ
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
地
域
へ
の
責
任
」

（「
開
発
目
標
８
：
経
済
成

長
と
雇
用
」、「
開
発
目
標
11

：
持
続
可
能
な
都
市
」
な

ど
）
と
い
う
観
点
で
は
、
地

元
エ
リ
ア
に
お
け
る
雇
用
の

創
出
も
、
同
社
に
お
け
る
大

き
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
福

山
市
は
、
中
国
・
四
国
地
方

で
は
広
島
市
、
岡
山
市
、
松

山
市
、
倉
敷
市
に
次
ぐ
５
番

目
の
人
口
規
模
を
誇
る
も
の

の
、
令
和
２
年
の
市
の
人
口

は
46
万
９
３
０
人
（
国
勢
調

査
）
と
、
昭
和
15
年
以
来
の

減
少
と
な
っ
た
。
今
後
、
人

口
減
少
が
加
速
度
的
に
進
行

す
る
こ
と
で
、
企
業
活
動
の

縮
小
や
生
活
利
便
性
の
低

下
、
地
域
の
魅
力
の
低
下
と

い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
、
さ

ら
な
る
人
口
減
少
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
る
※
。

　

同
社
は
昭
和
29
年
の
創
立

以
来
、
地
元
に
密
着
し
た
運

送
会
社
と
し
て
事
業
を
展

開
。
21
世
紀
初
頭
ま
で
は
、

従
業
員
規
模
20
人
程
度
の
運

送
会
社
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

　

福
山
市
で
は
平
成
30
年
に

「
新
た
な
人
口
減
少
対
策
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
令

和
元
年
か
ら
は
同
対
策
に
関

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
地
域
人
口
の
減
少
阻

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
。

　

２
年
に
策
定
さ
れ
た
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」

で
は
、
高
校
生
に
地
元
企
業

の
良
さ
や
課
題
を
学
ぶ
場
を

提
供
す
る
た
め
の
「
グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
育
成
事
業
」
を
盛

り
込
み
、
市
外
大
学
へ
の
進

学
を
考
え
て
い
る
学
生
に
対

し
て
、
福
山
で
暮
ら
し
続
け

た
場
合
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
構

築
支
援
を
行
い
、
地
元
定
着

の
後
押
し
を
し
た
。

　

福
山
市
立
福
山
高
等
学
校

で
は
同
年
、
同
事
業
の
一
環

と
し
て
、
１
年
生
が
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
市
内
に
あ
る
企
業

12
社
を
訪
れ
、
企
業
研
究
と

そ
の
企
業
の
抱
え
る
課
題
解

決
を
目
指
す
た
め
の
課
外
学

習
を
実
施
。
同
社
で
は
同
事

業
に
協
力
し
、
地
元
企
業
と

し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
生
た
ち
に

説
明
し
た
。
学
生
に
よ
る
学

習
発
表
の
場
で
は
、
①
物
流

業
者
に
お
け
る
同
社
の
認
知

度
向
上
、
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す

る
提
言
―
―
と
い
っ
た
、
企

業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
提

言
も
行
わ
れ
、
若
い
学
生
だ

か
ら
こ
そ
の
新
鮮
な
提
案
が

数
多
く
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
３
年
に
は
、
福
山

市
立
一
ツ
橋
中
学
校
１
年
生

に
よ
る
、
生
徒
と
企
業
が
交

流
を
深
め
な
が
ら
学
習
を
進

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
協
力
。

中
学
生
た
ち
が
同
社
に
直
接

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
同
社
に
お

け
る
企
業
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
た
。

　
「
学
校
教
育
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
は
、

社
会
貢
献
度
が
高
い
企
業
に

対
し
て
好
感
を
抱
い
た
り
、

就
職
先
に
選
ぶ
傾
向
が
あ
る

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま

す
。
当
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
運
送
業
界

の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
運
送
業
界
を

将
来
の
就
職
先
の
選
択
肢
の

ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
元
企
業
で
あ
る

当
社
に
就
職
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
同
）

　

最
後
に
、
同
社
に
お
け
る

今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
運
送
事

業
者
に
と
っ
て
決
し
て
難
し

い
取
り
組
み
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で

最
も
大
切
だ
と
考
え
る
の
企業プロフィール
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□ 創　　　業　昭和29年
□ 設　　　立　昭和48年
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□ 車　両　数　84台

創
業
者
で
あ
る
先
代
社
長
に

代
わ
っ
て
就
任
し
た
荒
木
社

長
は
、
運
送
事
業
か
ら
物
流

事
業
へ
と
進
出
し
て
売
上
高

を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

学
生
時
代
に
東
京
で
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
で
お
り
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
映
像

制
作
会
社
を
傘
下
に
収
め

た
。
荒
木
社
長
は
そ
の
後
も

様
々
な
事
業
に
参
入
し
、
現

在
の
同
グ
ル
ー
プ
の
姿
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
地
域
の
活
性
化
な
く
し

て
、
地
域
で
事
業
を
展
開
し

て
い
る
当
社
が
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
ま
す
。
地
域
の
人
口
減
少

が
危
惧
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

地
元
で
生
活
す
る
多
様
な
人

材
が
活
躍
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も

合
致
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
同
）

※
出
典
＝
「
福
山
み
ら
い
創

造
ビ
ジ
ョ
ン　

人
口
減
少
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２

２
」（
福
山
市
企
画
財
政
局

企
画
制
作
部
企
画
政
策
課
）

　

本
特
集
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
広
島
県
福
山
市
の
昭
和
陸
運

㈱
（
荒
木
栄
作
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
」企
業
と
し
て

以
前
か
ら
環
境
問
題
へ
の
対
応
等
を
推
進

「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」を
強
化

雇
用
創
出
を
通
じ
て
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
す

地
元
企
業
を
学
ぶ「
人
材
育
成
事
業
」に
も
協
力

事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
共
生
を
図
る

草野　貴之
管理本部経営企画室室長

ド
ラ
イ
バ
ー
や
倉
庫
従
事
者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

刷
新
し
た

同
社
で
は
、
地
元
の
学
生
を
対
象
と

し
た
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業
」

に
も
協
力
し
て
い
る

平成30年には、従業員にとっての働きやすさを追求した新社屋が竣工
した

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

昭
和
陸
運
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
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